
平成３０年度決算概況

令和元年８月２９日 市長定例記者会見



歳入決算額 ５，４２０億５，１００万円

歳出決算額 ５，３５５億９，８００万円

実質収支額 １４億７，８００万円

決算規模は、過去最大

一 般 会 計



●市税収入 ２，６５１億７，８００万円

前年度比 ３１１億９，７００万円、１３．３％の増

●国庫支出金 ９０３億６，５００万円

前年度比 ３８億２，５００万円、 ４．４％の増

●県支出金 ２１１億４，４００万円

前年度比 ６億８，７００万円、 ３．４％の増

〔一般会計〕

歳 入 の 主 な 特 徴



●義務的経費 ２，９８９億９，２００万円

前年度比 ５５億２，６００万円、１．９％増

●投資的経費 ７８７億 １００万円

前年度比 ３億９，７００万円、０．５％増

●その他経費 １,５７９億 ６００万円

前年度比 ６８億６，９００万円、４．５％増

〔一般会計〕

歳 出 の 主 な 特 徴



●歳入決算額 ３，０５４億４，８００万円

●歳出決算額 ３，０４０億３，５００万円

●実質収支額 １１億３，９００万円

特 別 会 計

国民健康保険事業特別会計ほか１３会計



財政健全化判断比率等

●実質赤字比率、連結実質赤字比率 黒字

●実質公債費比率 ５．１％



●将来負担比率 ２１．２％

●資金不足比率
・９企業会計のいずれも資金不足は発生していない



●水道事業会計
・事業収益 ３０８億７，１００万円
・事業費用 ２５５億６，８００万円
・当年度損益 ５３億 ３００万円

●病院事業会計
・事業収益 １７２億９，５００万円
・事業費用 １７１億 １００万円
・当年度損益 １億９，４００万円

●下水道事業会計
・事業収益 ２４４億７，１００万円
・事業費用 ２３２億６，４００万円
・当年度損益 １２億 ７００万円

公営企業会計


